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地域住民の安1艤 賓全のために

酎
ｉ
り
曲
書
轟
い

神
流
断
消
防
団
の
活
動
の
根
底
に
あ
る
の

は
、
「自
分
の
阿
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
強

い
思
い
で
す
。
災
害
や
火
災
は
、
い
つ
、
ど
こ

で
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の
時
、
地
域

を
守
る
の
は
私
た
ち
自
身
で
す
。
誰
か
が
来
て

く
れ
る
ま
で
待
つ
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
が
立

ち
上
が
る
―
―
そ
の
覚
悟
が
消
防
団
の
原
点
で

す
。し

か
し
、
人
の
命
を
守
る
た
め
に
は
、
ま
ず

自
分
の
命
を
守
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
な

ぜ
な
ら
、
私
た
ち
が
倒
れ
て
し
ま
え
ば
、
助
け

を
朗
要
と
す
る
人
を
守
る
こ
と
は
で
き
な
い
か

ら
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
活
動
の
す
べ
て
に
お

い
て

「安
全
第

一
」
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。
装

備
の
確
認
、
仲
間
と
の
連
撓
、
危
険
を
予
測
す

る
判
断
カ
ー
ー
こ
れ
ら
は
、
勇
気
と
同
じ
く
ら

い
重
要
な
力
で
す
。
私
た
ち
は
、
無
謀
な
挑
戦

で
は
な
く
、
冷
静
な
判
断
と
確
か
な
準
備
で
地

期
を
守
り
ま
す
。

一
ん
で
、
消
防
団
を
取
り
巻
く
環
境
は
変
化

し
て
い
ま
す
。
人
□
減
少
に
よ
り
団
員
数
が
減

り
、
高
齢
化
も
進
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
団

員
の
多
く
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
な
り
、
平
日
日

神
流
町
消
防
回団
長

大
塚
　
幸
英

中
に
活
動
で
き
る
人
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た

め
、
私
た
ち
は

「持
続
可
能
な
消
防
団
活
動
」

を
目
指
し
、
員
担
軽
減
と
活
動
の
合
理
化
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
の
取
り
や

め
や
、
消
防
団
に
関
す
る
行
事
の
簡
素
化
を
進

め
て
い
ま
す
。
形
式
や
慣
召
に
と
ら
わ
れ
ず
、

本
当
に
嚇
要
な
活
動
に
集
中
す
る
こ
と
で
、
限

ら
れ
た
時
間
と
人
員
を
有
効
に
活
か
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
過
去
に
は
定
年
制
を
廃
止

し
、
年
齢
に
関
係
な
く
、
で
き
る
こ
と
を
皆
で

考
え
、
役
割
を
分
担
す
る
仕
組
み
へ
と
変
え
ま

し
た
。
体
力
に
応
じ
た
活
動
や
経
験
を
活
か
せ

る
場
を
つ
く
る
こ
と
で
、
誰
も
が
消
防
団
の

一

員
と
し
て
誇
り
を
持
ち
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

私
は
団
長
と
し
て
、
団
員

一
人
ひ
と
り
が
無

理
な
く
、
そ
し
て
や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら
活

動
で
き
る
環
境
を
整
え
た
い
。
地
域
の
安
全
を

守
る
と
い
う
使
命
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か

ら
も
、
知
恵
と
工
夫
で
課
題
を
乗
り
越
え
、
神

流
町
の
安
心
を
未
来
へ
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

長
年
に
わ
た
る
消
防
業
務
の
こ
功
鱚
に
よ
り

叙
勲
及
び
表
彰
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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光
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安
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市
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団
　
　
　
　
　
萩
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折
∞
也

元
高
蛤
市
消
防
団
　
　
　
　
　
中
里
　
明
義

元
南
牧
村
消
防
団
　
　
　
　
　
性
藤
　
国〕
行

元
下
仁
田
阿
消
防
団
　
　
　
　
神
戸
　
　
導居

藍
綬
震
章

前
橋
市
消
防
団
　
　
団
長
　
　
堀
越
　
徹
也

高
崎
市
消
防
団
　
　
副
団
長
　
木
闇
　
裕
治

安
中
市
消
防
団
　
　
団
長
　
　
寺
島
　
良

一

高
幡
市
消
防
団
　
　
副
団
長
　
井
上
　
利
昌

県
功
労
者
表
彰

大
泉
阿
消
防
団
　
　
団
長
　
　
久
保
田
稔
郎

嬬
恋
消
防
団
　
　
　
団
長
　
　
僑
詰
　
一ん
良

県
総
合
表
彰

南
牧
村
消
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団
　
　
団
長
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只

　

一
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大
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団
　
　
副
団
長
　
い
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五
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前
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岡
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元
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り
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子
　
憲
司

高
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市
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副
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長
　
本
田
　
　
誡

元
下
仁
田
阿
消
防
団
　
団
長
　
い
丼
土
義
治

み
な
か
み
阿
消
防
団
　
副
団
長
鈴
木
　
克
幸

伊
勢
崎
市
消
防
団
　
副
団
長
　
浅
見
　
　
誠

元
后
吊
村
消
防
団
　
団
長
　
　
〈フ
井

　

一
文

元
桐
生
市
消
防
団
　
副
団
長
　
士
］
田
　
和
義
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キ
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消防団員募集

地動住民の安心
.安命のために

紹 介
問い合わせ :各市阿村役場ヘ

束
吾
妻
町
は
群
馬
県
の
北
西
部
に
位

置
し
、
周
囲
に
は
榛
名
山
や
浅
間
隠
山

な
ど
標
高

一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の

山
々
が
連
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
山
々

は
豊
か
な
水
を
も
た
ら
し
、
環
境
省
の

「名
水
百
選
」
に
選
定
さ
れ
た
箱
島
湧

水
や
名
勝
吾
妻
峡
な
ど
、
自
然
豊
か
な

阿
で
す
。

我
が
東
吾
妻
阿
消
防
団
は
、
団
員
数

二
七
八
葛
、
六
つ
の
分
団
か
ら
構
成
さ

れ
、
ポ
ン
プ
自
動
車

一
〇
台
、
小
型
ポ

ン
プ
付
積
載
車
六
台
、
計

一
六
台
の
消

防
車
両
を
所
有
し
て
い
ま
す
。
束
吾
妻

町
は
大
き
く
分
け
て
五
地
区
を
六
つ
の

分
団
で
省
轄
し
、
地
朝
の
安
全
と
安
心

を
守
っ
て
い
ま
す
。

平
形
幸
治
団
長
の
指
揮
の
下
、
「自

分
た
ち
の
地
期
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
強
い
信
念
を
持
ち
、
日
々
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

近
隣
の
消
防
団
や
吾
妻
広
域
消
防
本

部
等
と
は
、
「顔
の
見
え
る
関
係
」
を

築
く
と
と
も
に
、
交
流
と
絆
を
深
め
、

有
事
の
際
の
協
力
体
制
強
化
に
努
め
て

い
ま
す
。

近
年
、
当
町
に
お
い
て
行
方
不
明
者

発
生
な
ど
に
よ
る
捜
索
活
勃
が
年
間
数

件
程
度
発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本

年
六
月
に
当
消
防
団
に
お
い
て
初
め
て

「要
救
助
者
捜
索
救
助
訓
練
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
、
出
中
で
の

要
救
助
者
発
生
を
想
定
し
、
実
際
の
捜

索
救
助
活
動
の
際
に
団
員
が
迅
速
か
つ

的
確
な
行
動
を
と
れ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で

す
。
訓
練
に
は
消
防
団
員
の
ほ
か
、
讐

察
職
員
や
消
防
職
員
、
町
防
災
協
定
事

業
者
の
方
々
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

訓
練
後
は
振
り
返
り
を
行
い
、
捜
索
救

助
活
動
の
課
題
を
明
確
化
し
、
有
意
義

な
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
当
阿
に
お
い
て
少
子
高
齢
化

等
の
影
響
に
よ
り
、
今
後
も
団
員
の
確

保
が
大
き
な
課
題
と
な
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
後
は

分
団
の
統
廃
合
や
訓
練
体
系
の
見
直
し

な
ど
を
行
い
、
消
防
団
員
の
負
担
を
軽

減
し
、
活
勃
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

最
後
に
、
東
吾
妻
朋
消
防
団
は
Э
後

も
町
民
の
安
全
と
安
心
を
守
る
た
め
、

日
々
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

前
橋
市
消
防
団
は

一
消
防
団
、
六
方

面
団
、
一
一〇
分
団
、
五
九
部
で
構
成
さ
れ
、

条
例
定
数
は

一
三
二
〇
菩
で
す
。
令
和

七
年
十
月

一
日
現
在
で
の
実
員
は

一
〇

六
七
宮
で
、
条
例
定
数
に
対
す
る
充
足

率
は
八
〇

・
八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
間
の
主
な
活
動
内
容
と
し
て
は
各

種
災
害
対
応
の
ほ
か
、
あ
ら
ゆ
る
災
害

を
想
定
し
た
実
践
的
な
定
期
訓
練
を
重

ね
る
と
と
も
に
、
ポ
ン
プ
運
用
訓
練
や

車
両
操
縦
訓
練
、
無
線
運
用
訓
練
、
新

入
団
員
研
修
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
四
級

に
合
わ
せ
た
教
養
訓
練
を
年
間
通
し
て

計
画
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
助
で
の
催
し
の
警
成
に
も

積
極
的
に
参
加
し
住
民
と
交
流
す
る
こ

と
に
よ
り
、
消
防
団
を
身
近
に
感
じ
、

地
域
防
災
へ
の
備
え
を
理
解
し
て
も
ら

え
る
よ
う
地
域
と
の
運
撓
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。
近
年
で
は
消
防
団
へ
の

入
団
促
進
は
も
と
よ
り
、
幅
広
い
世
代

に
消
防
団
を
認
知
し
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
と
し
た
広
報
活
動
に
も
力
を
入
れ

て
お
り
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
ヘ
の
参
加
を

は
じ
め
、
市
内
の
駅
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
、
大
学
の
学
園
祭
な
ど
に
出
旬

き
、
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
や
グ
ツ
ズ
の
配
布

を
通
じ
て
消
防
団
の
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い

ま
す
。
９
年
か
ら
は
新
た
な
試
み
と
し

て
前
橋
花
火
大
会
で
の
広
報
活
動
も
実

施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

近
年
、
広
報
活
動
の
ツ
ー
ル
と
し
て

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
が
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
訴
求
力
で
す
。
本
市
消
防
団
で

は
数
年
前
か
ら
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

を
開
設
し
、
活
動
の
様
子
を
発
信
し
て

お
り
大
き
な
反
響
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
是
非
、
「前
橋
市
消
防
団
」
と
検

索
し
て
い
た
だ
き
、
公
式
Ｊ
際
ω
豊
０
ヨ

を
ご
覧
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

近
年
、
自
然
災
客
が
激
甚
化
、
頻
発

化
す
る
中
、
地
域
住
民
を
？
る
我
々
消

防
団
の
役
割
は

一
層
高
ま
っ
て
お
り
ま

す
。し
か
し
、人
□
減
少
や
少
子
高
齢
化
、

一層
用
形
態
の
変
化
な
ど
が
重
な
り
、
消

防
団
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ

り
、
団
員

一
人
ひ
と
り
に
か
か
る
負
担

は
大
き
く
な
る

一
ん
で
す
。
本
市
消
防

団
に
お
い
て
も
消
防
団
員
の
減
少
や
、

高
齢
化
な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
お
り
、

消
防
回
活
動
の
さ
ら
な
る
活
性
化
に
努

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

地
域
防
災
の
要
で
あ
る
消
防
団
活
動

を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
消
防
団

運
営
の
見
直
し
に
取
り
組
み
、
団
員
の

負
担
軽
減
を
図
り
、
魅
力
あ
る
消
防
団

と
な
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
が
財
要
不

可
欠
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
諸
先
輩
方

が
築
き
上
げ
た
消
防
団
な
ら
で
は
の
伝

統
を
継
釈
し
つ
つ
、
時
代
の
変
化
に
応

じ
た
消
防
団
運
営
を
心
掛
け
、
先
進
的

か
つ
積
極
的
な
取
組
に
注
力
し
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
に
お
い

て
も
団
員
が

一
丸
と
な
っ
て
地
域
住
民

の
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
質
の

高
い
消
防
団
を
目
指
し
て
精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

東
吾
妻
町
消
防
団

前
橋
市
消
防
団

里工埋
l19:|
日   上!
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『火
災
調
査
部
会
の
活
動

～
群
馬
県
消
防
長
会
～
』

地期住民の安 ,麒 ,安全のために

火
災
調
査
部
会
の
活
動
目
的
は
、
群
馬
県
内

の
消
防
本
部
の
尺
災
調
査
能
力
向
上
、
情
報
共

有
及
び
協
力
体
制
の
構
築
に
あ
り
ま
す
。
定
期

会
議
で
情
報
崇
有
を
図
り
、
県
内
の
消
防
本
部

を
対
象
に
実
技
研
修
会
、
特
別
講
演
会
、
実
務

研
修
会
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

◆
年
度
は
電
気
機
器
に
関
す
る
実
技
研
修

会
、
県
外
の
消
防
局
か
ら
講
師
を
招
い
て
の
火

災
事
例
特
別
請
演
会
を
行
い
ま
し
た
。
２
周
に

は
、
県
内
の
消
防
本
部
に
よ
る
火
災
事
例
発
表

（実
務
研
修
会
）
の
開
催
を
訴
定
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
研
修
を
通
し
て
衷
災
調
査
能
力

の
向
上
を
図
り
、
火
災
の
出
火
原
因
の
判
明
率

が
上
が
る
こ
と
で
、
火
災
の
河
少
に
繋
が
り
ま

す
。本

部
会
活
勃
を
通
し
て
、
◆
後
も
火
災
予
防

に
区
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

『消
防
激
助
技
術
指
導
会

～
群
馬
県
消
防
長
会
～
』

６
周
５
日
（木
）
、
群
馬
県
消
防
孝
校
及
び
し

ん
し
ん
大
渡
温
水
プ
ー
ル
に
お
い
て
、
『第
４９

固
群
馬
県
消
防
救
助
技
術
指
導
会
』
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
指
導
会
は
、
救
助
技
術
に
財

要
な
基
本
的
要
素
を
錬
磨
す
る
事
を
通
じ
て
、

救
駒
活
動
に
不
可
欠
な
体
力
、
精
神
力
及
び
技

術
力
を
養
う
と
と
も
に
、
群
馬
県
内
の
消
防
職

員
が

一
堂
に
会
し
、
成
果
を
発
表
す
る
こ
と
に

よ
り
、
救
助
技
術
の
更
な
る
向
上
及
び
運
帯
意

識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
お

り
ま
す
６

声
援
と
拍
手
が
鳴
り
響
き
、
高
ま
る
緊
張
感

の
中
で
、
各
本
部
を
代
表
す
る
隊
員
た
ち
は
、

培
っ
た
訓
練
成
果
を
違
憾
な
く
発
揮
し
、
盛
況

の
う
ち
に
指
導
会
を
終
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

な
お
、
上
位
大
会
の

『第
５３
□
消

防
救
助
技
術
関
東
地
区
指
導
会
』
及

び

『第
５３
□
全
国
消
防
救
助
技
術
大

会
』
に
出
場
し
た
消
防
本
部
の
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

訓練種目 代表消防本部 上位大会出場結果

はしご登はん 利根沼田Γム域消l方本部全国消防救助技術大会 入蔓
□―プブリッジ渡過 高崎市等広域消防局全国消防救醐技術大会 入宴
□―プ応用登はん 高館市等広域消防局全国消防救日yも技術大会 入蔓
ほふく救出 桐生市消[方本部 全国消防救助技術大会 出場

□―プブリッジ放出
渋川広域消防本部

関東地区指導会 入室
Pttl束地区指導会 出場

弓1揚救 5'」 利根沼田広域消l方本部関東地区指導会 出場
障害突破 前橋市消 [方局 関東地区指導会 出場
人命救 Eレも 前橋市消防局 全国消防救助技術大会 出場

複含倹索
高崎市等広域消防局

渋川広域消l方本部

関東地区指導会 入蔓
関東地区指導会 入蔓

基本泳法
桐生市消防本部 関東土也区掲導会 入蔓

関東地区指導会 出場館林地区消防組合消防本部

溺者搬送 高崎市等広競消防局関東地区指導会 出場
溺者救助 桐生市消防本部 関東地区指導会 入蔓
水C口結索 前橋市消 [アj局 関東地区指導会 出場
水中検索救助 高崎市等広域消防局関東地区指導会 出場
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『熱
中
症
予
防
及
び
救
急
車
適
正
利
用
に
関
す
る
街
頭
広
報
の

実
施
～
高
崎
市
等
広
域
消
防
局
～
』

豆
季
は
救
急
出
動
件
数
が
増
加
傾
向
に
あ

り
、
と
り
わ
け
熱
中
症
に
よ
る
救
急
搬
送
人
員

は
、全
国
的
に
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
ャ∈
れ
は
、

当
消
防
局
箇
内
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
こ

の
課
題
に
対
し
て
具
体
的
対
策
を
請
じ
る
こ
と

が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
（当
消
防
局
の
熱
中
症

救
急
搬
送
人
員
は
、
◆
年
過
去
最
多
を
更
新
）。

こ
の
こ
と
か
ら
、
当
消
防
局
で
は
多
く
の
人

で
に
ぎ
わ
う
高
崎
駅
西
□
周
辺
に
お
い
て
、
高

幡
中
央
消
防
署
員
を
中
心
に
、
熱
中
症
号
防
及

び
救
急
車
適
正
利
用
の
広
報
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
本
活
動
は
◆
年

で
４
回

国
と
な
り
、
毎
固
報
道
機
関
に
も

取
り
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
活
動

内
容
は
、
熱
中
症
対
策
バ
ン
フ
レ
ツ

ト
及
び
啓
発
吊
の
配
布
、
救
急
普

及
啓
発
広
報
車
を
配
置
し

て
熱
中

症
発
症
時
の
応
急
手
当
実
演
講
響
、

消
防
車
及
び
救
急
車

で
の
巡
□
に

よ
る
広
報
宣
伝

で
す
。
Э
年
も
多

く

の
方
々
に
足
を
止
め

て
い
た
だ

き
、
実
効
性

の
あ
る
広
報
活
動
に

結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆
後
も
熱
中
症
か
ら
市
民
を
守
り
、
救
急
車

の
適
正
利
用
に
理
解
を
求
め
る
た
め
、
積
極
的

な
広
報
活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。



『地
域
の
絆
で
守
る

ｏ
火
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
』

伊
勢
崎
一巾
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

裂

ム
長

久

保

田

　

明

子

地域住民の安ナb 安全のために

こ
の
た
び
、
令
利
七
年
度
よ
り
伊
勢
幡
市
女

性
防
火
ク
ラ
ブ
の
副
会
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
。
長
く
続
い
て
き
た
活
動
の
歴
史
と
、
こ
れ

ま
で
ク
ラ
ブ
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
先
輩
ん
の
思

い
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

壷
任
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

近
年
は
、
地
震
や
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害
が

全
国
各
地
で
相
次
い
で
い
ま
す
。
火
災
だ
け
で

な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
客
に
備
え
る
こ
と
の
大

切
さ
を
、
私
た
ち
は
日
々
痛
感
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
化
や
人
□
減
少
が
進
み
、
地
動
の

つ
な
が
り
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
◆
だ
か
ら
こ
そ
、

互
い
に
声
を
か
け
合
い
、
助
け
合
う
関
係
づ
く

り
が

一
層
大
切
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
災
筈
は

一
人
の
力
で
は
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
地
域
全
体
で
支
え
合
う
こ
と

で
、
初
め
て

「守
れ
る
命
」
が
あ
る
の
だ
と
感

じ
て
い
ま
す
。

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
の
活
動
の
基
本
は
、
「家

庭
か
ら
火
災
を
出
さ
な
い
」
こ
と
で
す
。
台
所

や
暖
房
器
具
を
安
全
に
使
う
こ
と
、
日
頃
か
ら

火
の
元
を
確
認
す
る
こ
と
、
そ
し
て
非
常
時
に

備
え
た
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
。
ど
れ
も
小
さ

な
こ
と
の
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
そ
の
積
み
重

ね
が
家
庭
の
安
全
を
守
り
、
地
域
全
体
の
防
災

力
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
日
常
の
中
で
家

族
や
ご
近
所
と
声
を
か
け
合
い
、
互
い
を
気
に

か
け
る
こ
と
が
、
い
ざ
と
い
う
時
の
大
き
な
力

に
な
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

フ

そ
し
て
も
う

一
つ
大
切
な
の
は
、
次
の
世
代

へ
の
継
承
で
す
。
晉
ど
も
や
孫
の
世
代
に
、
火

の
怖
さ
や
備
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
る
こ

と
は
、
私
た
ち
に
で
き
る
大
切
な
役
割
の

一
つ

で
す
。
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
通
し
て
、
世
代
を
越

え
て
学
び
合
い
、
支
え
合
え
る
地
期
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

副
会
長
と
い
う
新
た
な
立
場
を
い
た
だ
い
た

◆
、
私
は

「防
火

・
防
災
は
誰
か
の
仕
事
で
は

な
く
、
自
分
の
こ
と
」
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
活
動
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
女
性
な
ら

で
は
の
優
し
さ
と
き
め
細
や
か
な
気
配
り
を
生

か
し
な
が
ら
、
仲
間
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ

て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
少
し

で
も
貢
献
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
七
年
十

一
月
六
日
（本
）
に
群
馬
県
公
社

総
合
ビ
ル
に
お
い
て
、　
一
般
財
団
法
人
日
本
防

火

・
防
災
協
会
と
の
共
催
に
よ
り
、
群
馬
県
女

性
防
火
ク
ラ
ブ
指
導
者
育
成
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
県
内
各
地
か
ら
、
女
性
防
火
ク

ラ
ブ
員
や
消
防
職
員
な
ど
総
勢
約
百
六
十
名

が
参
加
し
、
盛
況
の
う
ち
に
終
百
し
ま
し
た
。

第

一部
で
は
、
「渋
川
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
」
と

「嬬
恋
村
婦
人
消
防
隊
」
の
二
つ
の
地
区
に
よ
る

活
動
状
況
発
表
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
両

地
区
と
も
火
災
予
防
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
地
域
の
防
火
意
識
の
高
揚
に
大
き

く
貢
献
さ
れ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
法
相
宗
大
本
山
薬
師
寺
副

住
職

。
大
谷
徹
美
氏
に
よ
る

「心
の
防
災
～
ス

テ
ー
ジ
チ
エ
ン
ジ
と
新
し
い
生
き
ん
～
」
と
題

し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
谷
氏
は
、

一九
九
九
年
香
か
ら

「心
を
耕
そ
う
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
全
国
各
地
で
法
話
行
脚
を
続
け
て
お
り
、

現
在
ま
で
精
力
的
に
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

群
馬
県
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
事
務
局

講
演
で
は
、
従
来
の
一
方
的
な
講
義
形
式
で

は
な
く
、
読
み
書
き
を
通
じ
て
参
加
者
が
主
体

的
に
関
わ
れ
る
内
容
で
、
参
加
者
の
皆
様
か
ら

も
大
変
好
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
人
生
は
事

測
で
き
な
い
出
来
事
の
連
続
で
あ
り
、
災
害
や

病
気
、
社
会
の
変
倍
に
備
え
る
に
は
、
物
理
的

な
準
備
だ
け
で
な
く
、
心
の
準
備
が
不
可
欠
で

あ
る
と
語
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
日
々
の
生
活
の

中
で

「心
の
貯
金
」
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
そ
れ
が
い
ざ
と
い
う
時
に
自
分
や
他

者
を
救
う
力
に
な
る
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
た
語
浸
は

一
時
間
が
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
、
ク
ラ
ブ
員
の
方
か
ら
は
も
う
少
し

お
話
を
聞
き
た
か
っ
た
と
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

研
修
は
長
時
間
に
及
び
ま
し
た
が
、
参
加

者
の
皆
様
の
御
協
力
に
よ
り
、
大
変
萄
意
義

な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。
９
後
も
こ
の

よ
う
な
機
会
を
大
切
に
し
、
県
内
女
性
防

火
ク
ラ
ブ
相
互
の
発
展
と
連
携
強
化
に
つ

な
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

事例発表の様:子

事例発表の様子

請演の様子
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伊
勢
崎
市
消
防
団

境
方
面
隊
第
穏
分
団

団
員
　
福
島
　
祐
香

（指
揮
者
担
当
）

限
ら
れ
た
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

メ
ン
バ
ー
、
指
導
担
当
、
消
防
職
員
の
方
た
ち

が

一
丸
と
な
っ
て
創
意
工
夫
を
し
な
が
ら
良
い

練
閤
が
で
き
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

練
召
場
所
や
環
境
面
で
の
配
慮
、
調
整
な
ど
消

防
職
員
の
方
々
に
も
様
々
な
と
こ
ろ
で
ご
支
援

い
た
だ
き
万
全
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
七
と
練
召

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
会
当
日
は
大
緊
張
の
中
、
出
場
順
が
５
番

目
と
い
う
こ
と
で
と
て
も
早
く
、
大
渋
滞
に
巻

き
込
ま
れ
た
隕
援
団
の
方
々
の
到
着
が
間
に
合

わ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
ま
し
た

が
、
何
と
か
間
に
合
い
練
目
の
成
果
を
皆
さ
ま

へ
お
見
せ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

女
性
消
防
隊
の
青
山
隊
長
は
、
本
番
前
に
緊

張
す
る
私
た
ち
の
た
め
に
明
る
く
振
る
舞
っ
て

く
れ
、
私
た
ち
の
操
法
が
終
わ
る
と
１
人
大
泣

き
し
て
い
ま
し
た
。
女
性
消
防
隊
の
隊
長
と
い

う
立
場
は
と
て
も
大
変
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

◆
回
の
大
会
を
通
じ
多
く
の
有
々
か
ら
長
き

に
わ
た
り
悟
し
み
な
い
協
力
と
支
援
、
こ
声
援

を
い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と
う
こ
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
メ
ン
バ
ー
と
そ
の
こ
家
族
皆
さ
ま

の
協
力
の
お
か
げ
で
大
会
へ
出
場
す
る
こ
と
が

で
き
た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
曽
段
別
々
の
分
団
に
所
属
し
て

お
り
ま
す
が
、
◆
回
の
大
会
を
通
じ
て
伸
良
く

な
り
、
再
び
青
春
を
謳
歌
す
る
こ
と
が
で
き
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
皆
さ
ま
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
本
当
に
お

疲
れ
様
で
し
た
。

私
た
ち
伊
刻
嶋
市
女
性
消
防
隊
は
、
横
浜

赤
レ
ン
ガ
倉
庫
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
開
催
さ
れ
た

「第
２６
□
全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
」
へ
群
馬
県

代
表
と
し
て
出
場
し
て
き
ま
し
た
。

全
国
女
性
消
防
操
法
大
会
は
、
女
性
浦
防
隊

の
消
崎
技
術
の
向
上
と
土
気
の
高
揚
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
迅
速
、
か
つ
、
安
全

に
消
防
用
機
械
謡
具
の
操
作
技
術
を
競
う
も
の

と
な
り
ま
す
。
ε
回
の
大
会
で
は
、
全
国
各
地

か
ら
選
抜
さ
れ
た
４４
の
女
性
消
防
隊
が
集
結
し

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
大
会
３
連
覇
を
狙
う

熊
本
県
チ
ー
ム
を
千
葉
県
チ
ー
ム
が
破
り
初
優

勝
を
飾
っ
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
の
チ
ー
ム
は
、

入
賞
す
る
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大

会
の
雰
囲
気
に
臆
す
る
こ
と
な
く
、
大
会
本
番

で
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
を
出
す
こ
と
が
で
き
、
メ
ン

バ
ー

一
同
、
大
変
満
足
し
て
お
り
ま
す
。

伊
勢
崎
市
消
防
団
で
は
４５
個
の
分
団
が
あ
り

６
７
５
名
の
団
員
が
在
籍
し
て
お
り
ま
す
が
、

そ
の
中
で
女
性
消
防
団
員
は
１４
名
と
ヽ
ま
だ
ま

だ
少
な
い
状
況
で
す
。
今
回
、
伊
勢
幡
市
が
群

馬
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
の
は
約
３０
年
ぶ
り

の
こ
と
で
あ
り
、
メ
ン
バ
ー
選
定
か
ら
難
航
し

ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
団
歴
の
浅
い
メ
ン
バ
ー

で
、
そ
の
内
の
４
人
は
入
団
ま
も
な
い
団
員
で

す
。
そ
七
そ
も
ポ
ン
プ
操
法
を
知
ら
な
い
し
、

見
た
こ
と
七
な
い
と
い
う
状
態
か
ら
の
ス
タ
ー

卜
で
し
た
。
県
内
号
選
な
ど
も
な
く
、
い
き
な

り
群
馬
県
代
表
と
し
て
全
国
大
会
に
出
場
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
正
直
な
と
こ
ろ
と
て
も
重
圧

で
し
た
。
練
召
は
い
つ
か
ら
、
ど
こ
で
、
何
時

か
ら
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。
い
っ
た
い
準
備

盗
一金
は
ど
れ
く
ら
い
け
要
な
の
か
。
誰
も
何
も

分
か
ら
な
い
中
で
す
べ
て
が
手
探
り
で
し
た
。

Э
回
、
消
防
団
長
で
あ
る
金
丼
団
長
の
声
か

け
に
よ
り
、
所
属
の
垣
根
を
越
え
て
、
団
本
部

執
行
部
、
メ
ン
バ
ー
の
所
属

す
る
各
方
面
隊
の
隊
長
、
副

隊
長
、
団
本
部
以
外
か
ら
も

多
く
の
ん
々
に
指
導
担
当
と

し
て
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
始
め
は
お
互
い
が
よ

く
分
か
ら
な
い
中
で
ど
の
よ

う
に
練
召
や
指
導
を
し
て

い
く
の
か
、
ど
こ
ま
で
メ
ン

バ
ー
に
言
っ
て
い
い
の
か
、

指
導
担
当
の
方
々
も
悩
ま

れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
大
会

日
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
メ
ン

バ
ー
よ
り
指
導
担
当
の
方
々

の
ん
が
楽
し
そ
う
に
和
気
あ

い
あ
い
と
活
勃
さ
れ
て
い
る

姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。
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急
な
病
気
や
ケ
ガ
で
激
急
車
を
呼
ぶ
か
迷
っ
た
と
き
は

「群
馬
県
赦
急
安
心
セ
ン
タ
ー
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
球
７
１
１
９
」

「家
族
の
様
悉
が
な
ん
と
な
く
お
か
し
い
け

ど
、
救
急
車
呼
ん
だ
方
が
良
い
の
か
な
…
」、
菖
（

合
が
悪
い
け
ど
病
院
に
行
っ
た
方
が
い
い
の
か

な
…
」、
こ
ん
な
と
き
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す

か
？群
馬
県
で
は
、
常
駐
の
看
護
師
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
電
話
相
談
窓
回
、

「群
馬
県
救
急
安
心
セ
ン
タ
ー
事
業
（＃
７
１
１

９
と
（以
下

「＃
７
１
１
９
」
と
い

う
。）を
令
和
７
年
１０
月
１
日
か
ら

開
始
い
た
し
ま
し
た
。

・
相
談
時
間

中
２４
時
間
３
６
５
日

ま
た
、
「体
調
が
悪
い
け
ど
、
ど
こ
の
病
院
に

行
っ
た
ら
い
い
か
」
と
い
っ
た
相
談
に
対
し
て

も
、
受
診
可
能
な
医
療
機
関
を
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
＃
７
１
１
９
が
導
入
さ
れ
た
目
的
は
大

き
く
３
つ
あ
り
ま
す
。

①

「安
心
を
提
供
す
る
」

自
身
や
家
族
が
急
な
病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
と

き
、
と
て
も
不
安
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
、
＃
７
１
１
９
で
は
常
駐
の
看

護
師
に
帽
談
す
る
こ
と
が
で
き
、
ア
ド
バ
イ
ス

を
と
お
し
て
、
皆
さ
ん
の
判

断
の
手
助
け
と
な
り
ま
す
。

＃
７
１
１
９
は
、
心
細
く
不

安
を
抱
え
て
い
る
方
々
に
安

心
を
提
供
し
ま
す
。

②

「救
急
車
を
い
ち
早
く
傷
病
者
の
元
に
」

救
急
車
の
出
動
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
２
０
４
０
年
に
は
ピ
ー

ク
に
達
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
救
急
車

の
出
動
件
数
が
増
え
る
こ
と
で
、
救
急
車
が
羽

場
に
到
着
す
る
ま
で
に
要
す
る
時
間
も
伸
び
て

き
て
お
り
、　
一
刻
を
争
う
事
態
が
発
生
し
た
と

き
、
救
急
隊
の
到
着
が
遅
れ
て
し
ま
う
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
＃
７
１
１
９
を
使
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
緊
急
性
が
高
い

と
き
に
は
救
急
車
の
要
請

を
、
そ
う
で
な
い
と
き
は
症

状
等
に
応
じ
た
タ
イ
ミ
ン
グ

で
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ

と
を
支
援
し
ま
す
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
緊
急

性
の
高
い
傷
病
者
の
元
に
い
ち
早
く
救
急
隊
が

駆
け
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

＃
７
１
「
９
は
、
地
朝
の
限
ら
れ
た
医
療
奮
⌒

源
の

一
つ
で
あ
る
救
急
車
を
有
効
に
活
用
す
る

一
翼
を
担
い
ま
す
。

③

「隠
れ
て
い
る
重
症
者
を
発
見
す
る
た
め
に
」

一
方
で
、
様
々
な
理
由
で
救
急
要
請
が
た
め

ら
わ
れ
る
場
面
も
存
在
し
ま
す
。

例
え
ば
…

「な
ん
と
な
く
様
子
が
お
か
し
い

け
ど
、
こ
ん
な
症
状
で
救
急
車
を
呼
ん
で
い
い

の
だ
ろ
う
か
…
」、
「救
急
車
な
ん
か
呼
ん
だ
ら

近
所
の
噂
に
な
っ
て
し
ま
う
…
」、
「夜
中
に
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
救
急
車
が
き
た
ら
近
所
迷

惑
に
な
り
そ
う
…
」
と
い
っ
た
場
面
で
す
。

し
か
し
、
も
し
か
す
る
と
、
そ
の
症
状
は

一

刻
を
争
う
サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
＃
フ
「

１
９
を
使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
常
駐
の
看

護
師
が
症
状
を
聞
き
取
り
、　
一
刻
を
３
う
場
面

か
ど
う
か
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

隠
れ
た
重
症
者
を
発
見
し
、
手
遅
れ
に
な
ら

な
い
よ
う
に

一
刻
も
早
く
救

急
搬
送
に
つ
な
げ
る
こ
と

も
、
＃
フ
「
４
９
の
重
要
な

役
割
な
の
で
す
。

な
お
、
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
や

Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
＃
７
１
１
９
に
繋
が
ら
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
県
境
か
ら
の
架
電
の
場
合
、
隣
県
の

＃
７
１
１
９
に
繋
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
場
合
は
、
直
通
電
話
番
号
に
架
電
し
て
い
た

だ
き
ま
す
と
、
＃
７
１
１
９
の
相
談
員
に
繋
が

り
ま
す
。

・
０
５
０
１
５
５
２
６
１
４
３
８
１
（接
続
先
は

＃
フ
ー
ー
９
と
同
じ
で
す
。）

群
馬
県
で
は
、
＃
フ
「
１
９
の
他
に
も
、
夜

間
や
休
日
に
お
け
る
お
子
さ
ん
の
病
気
へ
の
対

処
方
法
や
、
順
急
処
置
な
ど
を
電
話
で
相
談
で

き
る

「子
ど
も
医
療
電
話
相
談
（＃
８
０
０
０
と

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

・
相
談
時
間

用
曜
日
か
ら
土
躍
日

【
年
後
６
時
か
ら
翌
朝

年
前
８
時

日
躍
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

午
前
８
時
～
翌
朝
年
前
８
時

ま
た
、
群
馬
県
内
の
消
防
（局
）
本
部
で
は
、

救
急
車
を
利
用
し
な
く
て
高
、
自
宅
の
車
等
で

病
院
に
行
け
る
場
合
に
、
診
療
可

能
な
病
院
を
２４
時
間
案
内
し
て

い
ま
す
。
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#7119

需巌?

Ⅷ

・
対
応
言
語

中
８
言
語
（ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
ス
ペ

イ
ン
語
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
語
、
英
語
、
ベ
ト
ナ

ム
語
、
中
国
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
韓
国
語
）

・
相
談
料

中
無
料
（通
話
料
は
利
用
者
負
担
）

・
電
話
番
号

中
＃
７
１
１
９
（撓
帯
電
話
か
ら
利

用
で
き
ま
す
）

＃
７
１
１
９
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
は
、
常
駐

の
者
護
師
が
電
話
□
で
傷
病
者
の
状
況
を
聞
き

取
り
、
「緊
急
性
の
あ
る
症
状
な
の
か
」
や

「す

ぐ
に
病
院
を
受
診
す
る
財
要
性
が
あ
る
か
」
等

を
判
断
し
ま
す
。
相
談
内
容
か
ら
緊
急
性
が
高

い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
１
１
９
番
通
報
を

促
し
、
緊
急
性
が
高
く
な
い

と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
受
診

可
能
な
医
療
機
関
や
受
診
の

タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

諄7119があれば安心 !

♯
'119け

※ダイヤル ED〕 線 IP
電話の場合は「050-
5526-4381J′ ペ

しヽ 報通車を呼びましよう!

斡嫁
テレホンサ．ビス

消
防
（局
）
本
部
に
設
置
さ
れ
て
い
る
専
用
パ

ソ
コ
ン
で
、
そ
の
と
き
に
診
療
が
可
能
な
病
院

や
医
院
を
調
べ
て
案
内
し
て
い
る
七
の
で
、
医

療
相
談
や
病
気
の
診
断

・
治
療
を
目
的
と
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
診
を
希
望
す
る
病
院
へ
は
、
ご
自
勇
で
運

絡
し
診
療
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し
て
か

ら
受
診
を
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

群
馬
県
及
び
各
消
防
（局
）
本
部
で
は
、
各
種

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

救
急
出
動
件
数
が
ピ
ー
ク
に
達
す
る
２
０
４

０
年
を
迎
え
る
前
に
、状
況
に
応
じ
て
各
種
サ
ー

ビ
ス
を
ご
活
用

い
た
だ
き
、
救

急
車
の
適
正
利

用
に
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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地朝住民の安,b 安全のために

令
利
七
年
十
用
二
十

一
日
（金
）群
馬
県
消
防

学
校
の
慰
霊
碑
前
に
お
い
て
、
群
馬
県
殉
職
消

防
職
団
員
慰
霊
祭
が
、
こ
違
族

・
消
防
協
会
役

員

・
消
防
関
係
者
な
ど
六
十
名
の
ご
参
加
を
頂

き
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

群
馬
県
消
防
協
会
会
長
で
あ
る
山
本
知
事
に

よ
り
、
武
辞
が
述
べ
ら
れ
そ
の
後
、
参
列
者
の

皆
様
に
よ
る
献
花
が
行
わ
れ
、
殉
職
者
の
御
霊

に
対
し
て
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
安
全

・

安
心
へ
の
誓
い
を
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。

群
馬
県
団
長
研
修
会

令
和
七
年
十

一
月
二
十
日
（木
）
伊
香
保
温
泉

ホ
テ
ル
本
書
に
て
、
団
長
三
十
四
名
の
出
席
に

よ
り
団
長
研
修
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

研
修
会
は
、
富
岡
甘
楽
」支
部

・
下
仁
田
阿
消

防
団
団
長
黒
澤
雅
史
様
及
び
吾
妻
支
部

・
高
山

村
消
防
団
団
長
後
藤
英
樹
様
よ
り

「団
員
確
保

に
係
る
取
組
み
及
び
災
害
汚
動
等
」
の
報
告
を

い
た
だ
き
、
そ
の
後
群
馬
県
消
防
保
安
課
職
員

が
撮
影
編
集
し
た
消
防
団
Ｐ
Ｒ
動
画
を
四
本
上

映
し
ま
し
た
。
休
憩
を
は
さ
み
、
令
利
七
年
二

月
に
発
生
し
た
「岩
手
県
大
船
渡
市
林
鰤
火
災
」

に
つ
い
て
、
緊
急
消
防
援
助
隊
と
し
て
現
地
に

派
這
さ
れ
た
前
橋
市
消
防
局
消
防
司
令
長
　
酒

丼
聡
氏
に
よ
り
、
活
動
内
容
の
こ
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

開
催

一◆
か
亀
寺
ゑ

一
永

蓼

||

|イ

れ!
:1

11

fl

:I

一
〇
年
勤
続
　
　
四
四

一
名

一
五
年
勤
続
　
　
一二
五
六
侶

三
〇
年
勤
続
　
　
一≡
二
九
名
全
一五
名
）

二
五
年
勤
続
　
　
一
六

一
菩
盆

七
筈
）

三
〇
年
勤
続
　
　
一
一
一六
名
全
≡
二
名
）

二
五
年
勤
続
　
　
　
五
七
名
全

一
壱
）

四
〇
年
勤
続
　
　
　
一
七
名
全
一名
）

四
五
年
勤
続
　
　
　
　
一
名

五
〇
年
勤
続
　
　
　
　
二
名

☆
永
年
動
続
退
職
者
表
彰
三

一
九
名
全
一五
名
）

☆
三
世
代
伝
承
等
優
良
消
防
団
員
顕
彰
　
四
名

（　
）
肉
は
消
防
職
員
数
で
内
数

県
消
防
協
会
定
例
表
彰

『表
彰
者
総
数
　
十二
一
五
〇
名
』

☆
功
労
章
　
　
　
　
　
　
一
五
三
宮
Ｃ
一五
名
）

☆
永
年
勤
続
功
労
章
　
　
一≡

一八
侶
含
一六
名
）

☆
精
積
章
　
　
　
　
　
　
四
四
〇
名

☆
精
勤
章
五
年
勤
続
　
　
四
〇
六
筈

2025年度全国統一防火標語  肝急ぐ日も 足止め火を走め 撃偏よじ』

消防団員数

男性

女性

消 [方職員数

(令不87年 10月 1日現在)

40,519人  (前年上ヒ193人冽 )

10,285人   (前年上し205人河 )

234人  (前年比 12人増 )

2′ 580人  (前年比  5人 減 )
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